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方　　法
概算面積

（ha）

〈小〉 浸水少ない内陸側 除塩のみ 456

〈中〉 農地崩れ、ヘドロ 除塩＋原形復旧 1,498
〈大〉 農地流出などの沿岸部 関連区画整理 1,322

被　　害　区　分

※面積は、土地利用計画により大幅に変動する。

福
島
県
農
業
用
ダ
ム
・
た
め
池
耐

震
性
検
証
委
員
会
の
第
６
回
委
員
会

が
、
平
成
24
年
３
月
６
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

３
名
の
学
識
経
験
者
を
委
員
と
す

る
同
委
員
会
は
、
平
成
23
年
８
月
の

現
地
調
査
に
始
ま
り
、
平
成
24
年
１

月
25
日
に
開
催
し
た
第
５
回
委
員
会

で
の
審
議
の
結
果
、
「
藤
沼
湖
の
決

壊
原
因
調
査
」
に
つ
い
て
、
報
告
書

が
県
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
山
ノ
入
ダ
ム
及
び
松
ヶ

房
ダ
ム
の
健
全
性
評
価
」
、
「
農
業

用
ダ
ム
・
た
め
池
の
耐
震
性
簡
易
検

証
手
法
の
確
立
」
に
つ
い
て
審
議
を

行
っ
た
結
果
、
最
終
結
論
に
至
り
、

田
中
忠
次
委
員
長
（
社
団
法
人

地
域

環
境
資
源
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
が
県
に
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
の
検
討
が
終
了
し
ま
し

た
。今

後
は
、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
を

も
と
に
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
向

上
に
資
す
る
た
め
、
た
め
池
の
耐
震

性
検
証
を
推
進
す
る
方
針
で
す
。

ダ
ム
や
た
め
池
な
ど
の
農
業
用
施

設
が
地
震
や
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
下
流
地
域
の
農
用

地
、
農
業
用
施
設
は
も
と
よ
り
、
生

命
、
財
産
、
公
共
用
施
設
な
ど
に
も

甚
大
な
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

農
業
用
ダ
ム
や
た
め
池
の
危
険
性

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
応
じ
て
、
補
修
や
改
修
工
事
な
ど

の
ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
対
応
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
福
島
県
内
に
は
約

３
，
７
０
０
カ
所
の
農
業
用
ダ
ム
・

た
め
池
が
あ
り
、
工
事
に
は
膨
大
な

費
用
と
時
間
が
か
か
る
た
め
、
ハ
ー

ド
事
業
の
み
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
、
ソ
フ
ト
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
市
町
村
が
自
然
災
害

発
生
時
の
被
害
範
囲
や
避
難
経
路
な

ど
を
地
図
に
示
し
た
『
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
』
を
作
成
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
福
島
県
で
は
平
成
24
年

度
よ
り
「
た
め
池
等
農
地
災
害
危
機

管
理
対
策
事
業
」
に
取
り
組
み
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
必
要
と
な
る

浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
し
、
ダ
ム

や
た
め
池
等
が
万
が
一
決
壊
し
た
場

合
の
被
害
の
回
避
と
軽
減
を
図
り
ま

す
。
な
お
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
農
地
管
理
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農

空

間

の

う

く

う

か

ん

東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
県
の
３

７
３
０
か
所
の
ダ
ム
、
た
め
池
の
う

ち
７
４
５
か
所
が
被
災
を
受
け
、
決

壊
に
よ
り
人
命
に
被
害
が
生
じ
た
こ

と
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
携
わ

る
一
人
と
し
て
大
変
残
念
で
、
悔
し

い
思
い
で
あ
り
ま
す
。
被
害
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
「
福
島
県
農
業
用
ダ

ム
・
た
め
池
耐
震
性
検
証
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
①
た
め
池
の
耐
震
性

簡
易
検
証
手
法
の
確
立
②
山
ノ
入
、

松
ケ
房
ダ
ム
の
健
全
性
評
価
③
藤
沼

湖
決
壊
原
因
調
査
の
３
つ
の
事
項
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

た

め

池
に
関
す
る
検
討
結
果

と
し
て
、
震
度
５
強
以
上
の
地
震
動

を
受
け
る
と
堤
体
に
深
刻
な
被
害
を

及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
。
竣
工

年
の
古
い
た
め
池
は
耐
震
性
が
低
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
堤
体
に
砂
質

土
で
緩
い
土
層
が
分
布
す
る
場
合
、

地
震
の
繰
返
し
作
用
に
よ
り
強
度
低

下
す
る
こ
と
。
等
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
調
査
検
討
か
ら
、

簡
易
な
地
質
調
査
手
法
、
簡
易
な
耐

震
診
断
手
法
に
よ
る
「
た
め
池
の
耐

震
性
簡
易
検
証
の
手
順
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は
、
福
島
県
農

村
計
画
課
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
）

今
回
、
被
災
し
な
か
っ
た
た
め
池

が
全
て
耐
震
性
が
あ
る
と
は
断
言
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
、
「
堤
髙
１
０
メ
ー

ト
ル
以
上
」
、
「
貯
水
量
１
０
万
ト

ン
以
上
」
、
「
決
壊
し
た
場
合
、
人

命
、
人
家
、
公
共
施
設
に
被
害
が
想

定
さ
れ
る
」
等
の
大
規
模
た
め
池
に

つ
い
て
は
、
是
非
、
今
回
提
案
の
あ
っ

た
手
法
に
よ
る
耐
震
性
の
検
証
を
行
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ダ
ム
に

つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
で
す
。
県
に

お
い
て
は
技
術
支
援
等
の
必
要
な
対

応
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
考
え
で

す
。四

月
は
、
農
業
水
利
施
設
の
「
施

設
管
理
強
化
月
間
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
み
ん
な
の
水
路
」
、
「
み
ん
な
で

点
検
」
を
合
い
言
葉
に
、
ダ
ム
、
た

め
池
に
つ
い
て
し
っ
か
り
し
た
点
検

と
管
理
に
あ
た
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ダ
ム
、
た
め
池
管
理
の
要

諦
は
、
管
理
者
が
施
設
の
安
全
に
責

任
を
持
つ
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ダ
ム
・
た
め
池
の
耐
震
性
検
証
を
望
む

除塩作業後に

営農を再開

津
波
被
災
農
地
の
営
農
再
開
に
向
け
て

≪除塩後に営農再開した農地（いわき市）≫

≪農漁村地域の土地利用計画のイメージ≫

≪農地復旧の区分≫ 平成24年3月21日時点

福
島
県
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
約
３
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

復
旧
に
関
し
て
、
そ
の
被
害
の
程
度

に
応
じ
て
左
表
に
示
す
３
つ
の
区
域

に
区
分
し
て
復
旧
す
る
方
針
で
す
。

ま
た
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
各

市
町
が
策
定
す
る
復
興
計
画
の
新
た

な
土
地
利
用
計
画
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
進
め
、
将
来
の
営
農
計
画
を
見

据
え
た
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

被
害
の
程
度
が
小
さ
い
農
地
で
行

う
「
除
塩
」
と
は
、
津
波
に
よ
り
海

水
が
浸
入
し
、
土
壌
中
に
残
留
し
た

塩
分
に
よ
り
作
物
の
生
育
障
害
が
懸

念
さ
れ
る
農
地
に
お
い
て
、
こ
の
塩

分
を
十
分
な
量
の
真
水
な
ど
で
洗
い

流
す
作
業
の
こ
と
で
す
。

い
わ
き
市
の
一
部
の
農
地
で
は
、

震
災
直
後
の
平
成
23
年
５
月
に
除
塩

を
行
い
、
水
稲
の
作
付
け
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
農
業
者
や
関
係
市
町
、

土
地
改
良
区
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
一
日
も
早
い
営
農
再
開
を
目

指
し
て
、
農
地
の
復
旧
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

除塩作業

を実施

た
め
池
の
耐
震
性
簡
易
検
証
手
法
を
報
告

福
島
県
農
業
用
ダ
ム
・
た
め
池
耐
震
性
検
証
委
員
会

報告書を提出する田中委員長

農
業
用
ダ
ム
・
た
め
池
の
災
害
に
備
え
て

た
め
池
等
農
地
災
害
危
機
管
理
対
策
事
業

福
島
県
は
、
復
興
の
羅
針
盤
と
な
る
『
福
島
県
復
興
計
画
（
第
１
次
）
』

を
平
成
23
年
12
月
28
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
は
、
福
島
県
の
『
復
興
元
年
』
で
あ
り
、
こ
の
復
興
計
画
に
基

づ
き
、
一
刻
も
早
く
農
業
に
携
わ
る
人
々
が
再
び
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
号
で
は
、
『
農
空
間
』
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｈ24年度に事業実施予定の松ヶ房ダム

農
林
水
産
部
次
長
（
農
村
整
備
担
当
）

梅
村

正
敏
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派　遣　先 期　間
延べ人数
（人・日）

県中農林事務所（県） H23.7～H23.9 152

相双農林事務所（県） H23.9～ 1,947
須　賀　川　市 H23.9～H24.11 116
相　馬　市 H23.10～ 460

南　相　馬　市 H23.7～ 767
広　野　町 H23.9～H24.2 188
新　地　町 H23.9～ 276

合　　　計 - 3,906

≪H23年度　派遣支援職員（見込み）≫
平成24年3月1日時点

水
土
連
ネ
ッ
ト
雄
国
山
麓
は
、
国

営
総
合
農
地
開
発
事
業
で
造
成
さ
れ

た
大
深
沢
調
整
池
、
用
水
機
場
、
幹

線
用
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
３
路
線
、

全
長
10
㎞
）
等
を
管
理
す
る
受
益
面

積
９
１
５
ha
、
組
合
員
８
３
４
名
の

土
地
改
良
区
で
す
。
名
前
の
由
来
ど

お
り
、
国
天
然
記
念
物
指
定
の
「
雄

国
沼
湿
原
」
の
西
麓
に
扇
状
に
広
が

る
中
山
間
地
域
で
、
田
４
８
１
ha
、

畑
４
３
４
ha
の
農
地
に
猪
苗
代
湖
よ

り
の
国
営
水
利
に
加
え
て
雄
国
沼
及

び
山
間
渓
流
か
ら
灌
漑
用
水
（
畑
か

ん
含
む
）
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

そ
の
雄
国
沼
は
猫
魔
ヶ
岳
や
雄
国

山
な
ど
を
外
輪
山
に
も
つ
カ
ル
デ
ラ

湖
で
、
標
高
千
ｍ
に
位
置
し
、
周
囲

の
山
々
は
ブ
ナ
が
多
く
、
ま
た
、
初

夏
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
６
月
末
か

ら
７
月
初
め
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

の
大
群
落
が
咲
き
誇
り
、
ハ
イ
カ
ー

や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
多
数
訪
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
雄
国
沼
は
、
じ
つ
は
江
戸
時

代
か
ら
の
歴
史
的
な
灌
漑
施
設
で
あ

り
、
現
在
も
本
地
域
の
主
要
な
水
源

と
し
て
雄
国
地
区
（
大
字
雄
国
６
集

落
）
の
人
々
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
集
落
は
江
戸
時
代
の
初
期
に

「
雄
国
新
田
村
」
と
し
て
、
雄
国
沼

か
ら
峰
を
貫
く
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）

を
掘
り
、
水
の
便
の
悪
い
火
山
麓
に

水
を
引
く
こ
と
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た

地
域
で
、
こ
の
偉
業
を
成
し
と
げ
た

の
が
、
時
の
代
官
で
あ
っ
た
「
大
塩

平
左
衛
門
」
で
あ
り
ま
し
た
。

隧
道
工
事
は
、
小
沼
峠
の
中
腹
を

延
長
一
八
〇
間
（
３
２
４
ｍ
）
高
さ

五
尺
（
１
．
５
ｍ
）
幅
四
尺
（
１
．

２
ｍ
）
の
ト
ン
ネ
ル
を
岩
盤
や
湧
水

な
ど
様
々
な
困
難
を
乗
越
え
て
昼
夜

を
通
し
て
掘
り
抜
き
、
３
年
の
歳
月

が
か
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
旧
沼
の
面
積
を
３
倍
に
拡

げ
る
堤
防
工
事
（
延
長
一
一
五
間
、

高
さ
二
間
）
に
着
手
し
、
さ
ら
に
隧

道
の
出
口
か
ら
雄
国
沢
を
経
て
地
区

内
の
六
つ
の
堰
に
分
水
す
る
水
路
の

開
削
を
行
な
い
、
最
終
的
に
は
７
年

の
歳
月
と
六
七
〇
両
余
り
の
大
金
を

要
し
て
「
雄
国
新
田
開
発
」
を
完
成

（
一
六
六
三
）
さ
せ
ま
し
た
が
、
私

財
を
使
い
果
た
し
、
晩
年
は
大
塩
村

で
ひ
っ
そ
り
没
し
ま
し
た
。
雄
国
の

人
々
は
平
左
衛
門
を
崇
敬
し
、
新
田

開
祖
の
恩
人
と
し
て
そ
の
霊
を
貴
船

神
社
（
熊
倉
町
七
本
木
）
に
合
祀
す

る
と
共
に
、
平
成
14
年
に
は
顕
彰
演

劇
「
天
か
ら
水
を
引
い
た
男
の
物
語

―
二
幕
十
場
」
が
制
作
公
演
さ
れ
、

そ
の
史
実
と
方
言
の
地
元
出
演
に
一

同
、
泣
き
笑
い
と
深
い
感
銘
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
の
雄
国
沼
施
設
は
、
明
治
年

間
の
堤
防
嵩
上
げ
、
昭
和
８
年
の
新

水
洞
門
の
開
削
に
続
き
、
昭
和
39
～

42
年
に
県
営
大
規
模
老
朽
た
め
池
補

強
事
業
に
よ
り
堰
堤
補
強
嵩
上
波
除

工
、
余
水
吐
工
、
取
水
工
が
施
工
改

修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
33
年
を

経
過
し
た
取
水
設
備
等
の
老
朽
化
は

近
年
著
し
く
、
国
立
公
園
、
鳥
獣
保

護
区
、
第
一
種
自
然
保
護
地
区
等
の

二
重
、
三
重
の
法
の
網
の
中
で
、
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
地
域
と
共
生
す
る

国
民
財
産
と
し
て
、
省
庁
の
枠
を
超

え
た
新
た
な
改
修
事
業
が
で
き
な
い

も
の
か
、
思
い
を
巡
ら
し
て
お
り
ま

す
。
農
業
も
自
然
と
の
共
生
で
あ
り
、

新
田
開
発
か
ら
３
６
０
年
の
時
が
悠
々

と
流
れ
る
な
か
、
先
人
の
礎
を
守
り

な
が
ら
、
更
な
る
開
拓
精
神
と
平
成

の
英
知
を
集
め
て
、
本
地
域
発
展
の

た
め
尚
一
層
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２０１２年（平成２４年）３月２７日 第５１号

か
わ
ら
版
「
農
空
間
」
の
新
た
な
出

発
と
な
る
第
51
号
は
、
平
成
23
年
の
災

害
記
録
を
特
集
し
た
前
号
か
ら
約
１
か

月
と
短
期
間
で
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
前
号
を
編
集
し
な
が
ら
も
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
も
少
し
で
も
早
く
発

信
し
た
い
と
思
い
、
期
間
を
開
け
ず
に

発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
号
か
ら
掲
載
し
た
「
派
遣

技
術
者
に
聞
き
ま
し
た
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
全
員

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

回
答
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
の
一
部
を

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
温
か
い

励
ま
し
や
応
援
な
ど
、
心
が
熱
く
な
る

も
の
ば
か
り
で
、
本
当
に
福
島
県
は
全

国
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
可
能
な
限
り
回
答
い

た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。

さ
て
、
福
島
県
で
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
年
を
経
過
し
、
新
た
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
聞
い
た
と
き
に
「
何
を
は
じ
め
る
の
？
」

と
思
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
本
県
が
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂

げ
た
と
き
、
「
あ
の
時
は
じ
め
た
○
○

が
復
興
に
つ
な
が
っ
た
」
と
思
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農

業
農
村
整
備
の

広
報
担
当
者
と

し
て
、
復
旧
・

復
興
に
関
す
る

取
材
と
情
報
発

信
を
「
よ
り
積

極
的
に
は
じ
め

よ
う
」
と
思
い

ま
す
。

関
係
者
の
皆

様
に
お
い
て
は
、

話
題
の
提
供
な

ど
、
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
編
集
担
当
者

Ｙ
・
Ｍ
）

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
の
推
進

～
大
塩
平
左
衛
門
の
新
田
開
発
と
国
営
農
地
開
発
～

雄
国
山
麓
土
地
改
良
区
事
務
局
長

佐
瀬

義
弘
さ
ん

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営

み
、
そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培

わ
れ
た
伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の

◇
【
農
地
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
４
月
は
「
農
業
水
利
施
設
の
施
設
管
理
強
化
月
間
」
で
す
。
農
業
水
利
施
設
を
管
理
す
る
皆
様
は
、
通
水
前
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

本
稿
は
、
東
日
本
大
震
災
前
の
平
成
23
年

３
月
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

福
島
県
で
は
、
農
地
・
農
業
用
施

設
の
復
旧
業
務
に
あ
た
っ
て
、
農
林

水
産
省
や
26
道
府
県
な
ど
か
ら
延
べ

３
０
０
人
に
も
及
ぶ
農
業
土
木
技
術

職
員
の
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
工

事
の
発
注
・
監
督
業
務
、
地
元
調
整

が
本
格
化
す
る
平
成
24
年
度
以
降
も

支
援
派
遣
を
国
な
ど
に
依
頼
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

被
災
の
状
況
を
見
て
の
感
想
・

印
象
は
？

が
れ
き
等
は
撤
去
さ
れ
て
い

た
が
、
震
災
の
影
響
は
深
刻
で
、

元
ど
お
り
生
活
が
で
き
る
レ
ベ

ル
ま
で
復
興
す
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
時
間
と
人
力
が
必
要
だ
と

感
じ
た
。

街
は
、
閑
散
と
し
活
気
が
無

い
よ
う
に
感
じ
た
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
か
？
そ
の
感
想

は
？農

業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
に
か
か
る
実
施
設
計
書
の
作

成
業
務

件
数
が
多
い
が
、
早
急
に
復
旧

す
る
必
要
が
あ
る
。

福
島
県
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

何
よ
り
も
早
く
福
島
県
が
完

全
に
復
興
し
、
心
の
面
で
も
福

島
県
民
が
幸
福
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
『
福
幸
』
す
る
こ
と
も

切
に
望
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
な
ん
で
も
協
力
し
ま
す
。

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
全
国
か
ら
の
支
援

愛媛県 中野克彦さん
期 間：1か月（H24.2）
派遣先：相双農林事務所

支援の皆さんと業務を行う
相双農林事務所の執務室

来る人も
迎える人も
ハッピーに

○
ド
キ
ド
キ
の
隧
道
探
検
隊

ず
い

平
成
24
年
２
月
18
日
に
伊
達
西
根

堰
土
地
改
良
区
が
主
催
の
「
西
根
堰

の
隧
道
探
検
～
ふ
る
さ
と
ふ
く
し
ま

の
復
興
を
願
っ
て
～
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
用
水
水
源
地
域
保

全
対
策
事
業
の
普
及
促
進
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

２
回
目
の
開
催
で
す
。
今
回
は
、
農

業
用
水
を
使
用
し
な
い
こ
の
時
期
し

か
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
隧
道

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
か
ら
親
子
連
れ
な

ど
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
江
戸
時
代

以
降
に
造
ら
れ
、
今
な
お
当
時
の
姿

を
残
す
掘
り
抜
き
の
隧
道
の
中
を
探

検
し
ま
し
た
。
隧
道
の
中
で
は
、
そ

の
歴
史
や
岩
の
特
徴
な
ど
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
も
っ
と
も
低
い
と
こ

ろ
で
高
さ
が
１
３
０
㎝
の
区
間
も
あ

る
隧
道
３
箇
所
を
探
検
し
ま
し
た
。

探
検
の
後
は
、
土
地
改
良
区
の
事

務
所
に
お
い
て
、
『
「
森
」
と
「
水
」

の
大
切
な
は
た
ら
き
』
、
『
西
根
堰

の
歴
史
』
に
つ
い
て
主
催
者
か
ら
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
は
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

平
成
24
年
度
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
行
う
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
参

加
し
て
み

て
は
い
か

が
で
し
ょ

う

か

。

（
詳
し
く

は
伊
達
西

根
堰
土
地

改
良
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認

し
て
く
だ

さ
い
）

○
第
３
回
梶
木
賞
優
秀
賞
を
受
賞

農
村
振
興
に
関
す
る
優
れ
た
論
文

を
執
筆
し
た
技
術
者
を
表
彰
す
る
全

国
農
村
振
興
技
術
連
盟
主
催
の
第
３

回
『
梶
木
賞
』
が
発
表
さ
れ
、
福
島

県
土
地
・
水
調
整
課
の
佐
藤
健
一
主

査
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
水

田
稲
作
が
育
ん
だ
豊
か
な
水
文
化
を

守
る
た
め
に
」
で
す
。
論
文
は
、
同

連
盟
の

会

誌

「
農
村

振
興
」

３
月
号

へ
掲
載

さ
れ
て

お
り
ま

す
の
で
、

ぜ
ひ
ご

覧
く
だ

さ
い
。

県

内

か

ら

の

お

便

り

装備バッチリ
隧道探検隊

授賞式の佐藤主査

派
遣
技
術
者
に
聞
き
ま
し
た


